
令和５年度 【BP履修証明プログラム用】

授業科目名 ３．各種生活習慣病の予防・治療ガイドライン（栄養学共通特論Ⅰ）

授業形態 講義

単位数 １単位

時間数 11.25 時間（９０分授業×８回）　

担当教員名 津下　一代　（実務家教員）

担当形態 単独

【授業計画】

第１回 保健指導を支えるしくみ（ライフステージに応じた健診制度、ガイドライン等）

第２回 メタボリックシンドロームに対する保健指導（GL:生活習慣予防に関する学会ガイドライン）

第３回 事例検討、行動変容を促す保健指導

第４回 第４期の特定保健指導（GL:標準的な健診・保健指導プログラム）

第５回 糖尿病性腎症重症化予防における保健指導（重症化予防プログラム）

第６回 事例検討、ハイリスク者に対する受診勧奨・保健指導

第７回 高齢糖尿病患者への保健指導（GL:高齢者の特性に合わせた保健指導ガイドライン）

第８回 保健指導の評価

【成績評価の方法・基準】
　授業を受ける前の準備状況(20%)、質疑・事例検討などでの積極性（30％）、事後のレポート（50％）

【備考】
　特になし

【授業のテーマ及び到達目標】
　わが国では、国民の健康を守るために特定保健指導をはじめとする種々の保健指導制度が整備されて
いる。各制度のねらいや実施主体が目標とすること、ガイドラインを押さえたうえで、保健指導に必要な知
識・技術の習得をめざす。

【授業の概要】
　メタボリックシンドロームの概念を活用した特定保健指導では令和６年度より第４期が始まるので、その
対応にも触れる。糖尿病性腎症重症化予防、高齢者の保健事業についても、健診データの解釈と指導の
ポイント、行動変容理論、栄養や運動等の指導方法、保健指導の評価などについて、ガイドライン（GL）を
含めた解説ならびに事例学習により応用力を醸成する。

【授業外学習】
　事前の資料の読み込み、事例検討、指導記録作成など、自己学習を行うこと。

【教科書】
  特になし

【参考書】
  厚生労働省：標準的な保健指導プログラム(第４期版～令和５年公開)
　厚生労働省：重症化予防てびき
　https://www.mhlw.go.jp/content/12400000/tebiki.pdf
　厚生労働科学研究班（津下班）進捗チェックリストガイド、
　「一体的実施・KDB活用支援ツール」の抽出条件の考え方と保健事業への活用Ver.1
　https://ktsushita.com/index.php/4kenkyuhan/kenkyuhan-koureisya/
　門脇孝、津下一代編．第三期特定健診・特定保健指導ガイド　南山堂

【教材】
　資料を配布する。


	津下一代

